
トチノキの呼び名について
横山健三
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「五泉トナノキ守りの会」に招かれて講演した際（11月

20日）、聴講者の方からトチノキの名の由来について質問

されたが、解答ができなく宿題にして帰ってきた。早速、

植物の語源に詳しい横山健三氏にお聞きしたところ、すで

にトナノキの語源について記録した文献をお送り頂いたの

で、ここに再録することにした。

その1桃山健三（1980昭和55年）植物名の語渡せた

ずねて．ことばとくらし第6号：15－54（トナノキは35

－36）．新潟県ことばの会．［次頁掲苛亀

その2　横山健三（1983昭和58年）植物名の語源をた

ずねてに日三）．ことばとくらし第7号：24－45．新

潟県ことばの会
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一菅名岳トチノキの古木－

L
r
チ
ノ
キ
　
そ
の
2

横
山
　
健
三
　
二
九
八
三
）

【
ト
子
の
語
源
】

一
、
軸
韓
語
と
い
う
裁

澤
韓
正
著
「
括
物
和
名
語
面
前
考
」
（
昭
和
5
1
年
二
九
七
八
年
）
に
は

「
そ
も
そ
も
ト
子
の
語
薮
は
朝
鮮
語
の
、
冒
蔓
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
冒
t
〇
一
は
狭
義
で
は
ト
チ
ノ
キ
の
こ
と
で
あ
る
が
、
広
義

で
は
ド
ン
グ
リ
、
そ
れ
も
ク
ヌ
ギ
の
実
に
限
ら
ず
、
ト
チ
の
実
を
含
め
た
一

般
名
鯨
で
あ
る
ド
ン
グ
リ
（
つ
ま
り
広
義
の
k
u
T
F
邑
を
も
意
味
す
る
場

合
が
あ
る
」
と
あ
る
錮

清
水
帝
署
¶
植
物
の
名
前
小
事
典
」
（
昭
和
由
年
二
九
七
八
年
）
　
に
は

「
朝
鮮
語
の
↓
c
t
O
l
か
ら
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
ピ
と
あ
る
。

小
生
も
、
朝
鮮
の
植
物
名
を
調
べ
て
い
る
が
、
類
似
し
て
い
る
名
称
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
頼
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

お
わ
ら
ず
に
、
額
脱
し
て
い
た
ら
、
朝
鮮
語
で
ど
ん
な
意
味
の
名
称
な
の
か
、

そ
こ
ま
で
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
に
文
化
国
家
の
時
代
が
あ
り
、
日

本
も
影
菅
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に
朝
鮮
（
南
朝
鮮
）
と
あ
る
時
代
に

言
語
が
同
一
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
時
代
も
考
え
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
。

当
然
、
植
物
名
に
類
似
の
も
の
が
あ
っ
て
不
思
議
で
な
い
。

難
解
な
日
本
の
植
物
名
は
す
ぐ
「
外
国
語
と
関
係
な
い
か
し
と
、
島
国
か

ら
外
国
を
見
渡
す
と
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
必
ず
、
類
似
し
た
名
称

が
あ
る
も
の
だ
。
不
思
議
な
ほ
ど
で
あ
る
が
、
そ
こ
を
も
う
一
度
、
こ
れ
は

ど
う
だ
ろ
う
、
あ
れ
は
ど
う
だ
ろ
う
と
、
日
本
語
で
、
な
ん
と
か
解
釈
し
て

み
た
い
と
い
う
由
が
、
小
生
の
本
心
で
あ
る
。



．
一
、
　
感
説
の
解
説

　
　
伸
信
友
苫
h
動
植
名
彙
」
（
序
一
八
二
七
年
）
の
、
ト
チ
の
項
に
注
目
す
べ

　
き
一
項
が
あ
る
。
本
書
に
よ
る
と
讐
大
同
類
聚
方
』
に
「
止
知
乃
美
」
又
は

　
「
度
知
之
美
之
」
（
五
巻
）
「
止
智
久
留
味
」
文
は
「
止
智
久
留
免
」
（
辮
七
）

　
「
止
知
久
美
」
と
あ
る
と
い
う
。
こ
の
本
は
引
書
節
目
に
「
今
現
本
疑
書
ナ
レ

ト
モ
フ
期
キ
モ
ノ
ニ
ヨ
レ
ル
モ
ミ
ユ
レ
バ
参
考
二
備
フ
ペ
シ
己
と
注
書
き
が
し

　
て
あ
る
。
大
同
年
閥
は
八
e
六
～
八
〇
九
年
で
あ
る
。

　
　
こ
の
記
録
の
ト
チ
ノ
ミ
・
ド
チ
ノ
ミ
ノ
（
9
・
）
・
ト
チ
ク
ル
ミ
・
ト
チ
ク
ル

　
メ
゜
ト
チ
ク
ミ
の
中
、
ト
チ
ク
ル
メ
・
ト
チ
ク
ミ
と
い
う
名
称
は
注
自
す
べ
き

　
だ
ろ
う
。
こ
の
二
名
称
は
「
綴
ち
包
み
」
ま
た
「
綴
ち
組
み
」
で
は
な
い
か
と

　
推
察
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
題
の
ト
チ
は
綴
ち
（
実
）
と
い

　
う
名
称
ら
し
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
「
閉
ら
包
み
」
ま
た
「
閉
ち

　
粕
み
」
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
乙
れ
に
よ
っ
て
、
ト
チ
の
詰
源
は
「
綴
ち
」
か
「
閉
ち
」
か
の
い
ず
れ
か
と

　
い
う
問
題
か
お
こ
る
の
だ
。

　
　
ま
た
、
清
琶
濁
音
の
問
題
も
出
て
く
る
。
現
代
は
「
綴
ち
」
物
閉
ち
」
い
ず

　
れ
も
濁
音
で
ト
ヂ
（
ト
ジ
）
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
答
え
て
く
れ
る
記
録
が

　
あ
る
。

　
　
門
類
聚
名
義
抄
』
（
前
出
）
に
は
、
清
濁
音
と
上
下
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
た

　
唯
一
の
漢
和
辞
書
で
あ
る
が
、
糸
ヘ
ン
の
類
義
語
に
は
、
ト
ツ
と
清
音
記
号
が

　
あ
り
、
門
ガ
マ
エ
の
類
義
語
に
は
ト
ヅ
と
濁
音
記
号
が
つ
い
て
い
る
。

　
　
㎝
，
綴
・
畷
・
ラ
チ
．
テ
イ
・
ラ
チ
・
ツ
ラ
ヌ
・
ツ
、
ル
・
ツ
＼
ム
・
ソ
モ
ル

　
・
ヤ
ム
・
正
套
㌔
㌔
フ
・
詮
り
」

　
　
「
結
・
ツ
＼
ム
・
ト
ツ
・
ツ
ク
フ
・
ヲ
サ
ム
・
ツ
カ
ヌ
」

　
　
「
琵
・
鋤
糸
ー
ム
ス
フ
（
ホ
シ
）
・
ユ
フ
・
ツ
ナ
ク
・
カ
ナ
ラ
ス
・
カ
タ
゜
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
・
ウ
レ
フ
・
ア
〃
（
鍛
）
・
カ
゜
ー
フ
゜
．
ツ
カ
フ
．
°
ツ
ラ
゜
ヌ
・
ト
ツ
．
ア
ツ
フ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
O

カ
タ
シ
・
舌
・
孫
」

■
　
　
　
●

「
閉
・
糞
・
又
補
結
反
・
毒
・
ヵ
タ
シ
．
°
フ
゜
劣
ル
゜
．
未
含
．
《
チ
」

　
「
閑
・
通
・
ト
ツ
・
コ
ム
・
フ
サ
ク
．
ホ
ノ
カ
ナ
リ
」

　
「
嵐
・
↓
孟
閥
－
大
門
．
°
ト
帥
ビ
ラ
。
ま
”
」

　
「
闘
閣
・
二
正
．
漁
ッ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
「
悶
．
上
秘
。
漆
，
．
°
ッ
゜
、
」
シ
ム
゜
．
ム
カ
シ
」
°

右
の
記
録
よ
り
「
綴
」
識
゜
ッ
と
あ
り
、
清
音
。
「
閉
」
諮
，
と
あ
り
、
酌
音
。

清
濁
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
は
下
上
と
同
じ
い
。
ト
チ
（
栃
．
橡
）

は
ト
ッ
（
綴
）
の
連
用
形
名
詞
で
ト
チ
と
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
尚
問
題

が
あ
る
。

　
東
北
地
方
ね
古
語
の
残
存
が
多
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ト
チ
の
方
言
に
、
ト

ヂ
（
ト
ジ
）
と
ト
ツ
と
い
う
名
称
が
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
だ
。

　
倉
田
悟
著
『
日
本
主
要
樹
木
名
方
言
集
』
（
昭
認
．
一
九
六
三
年
）
に
「
ト

ジ
（
青
森
゜
秋
田
・
宮
城
）
・
ト
ジ
ノ
キ
書
森
ゼ
秋
田
）
・
ト
ン
ジ
（
青
森

゜
秋
田
）
」
と
い
う
方
言
と
「
ト
ツ
（
秋
田
〔
鹿
角
〕
）
・
ト
ツ
ノ
キ
（
岩
手

゜
宮
城
）
」
と
い
う
方
菖
が
あ
る
。
こ
れ
は
語
源
の
面
で
参
考
に
な
ろ
う
ロ

　
ト
チ
の
語
源
は
「
綴
ち
」
（
実
）
の
木
と
い
う
意
味
か
。
「
閉
ぢ
」
（
実
）

の
木
の
意
味
か
。
三
裂
す
る
前
の
果
皮
（
果
実
）
の
割
れ
目
・
裂
け
目
に
命
名

が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ト
チ
（
綴
ち
）
が
有
力
の
よ
う
に
感
す
る
が
、
結

局
は
二
説
い
す
れ
も
可
と
す
る
者
だ
。

漢
字
に
と
ら
わ
れ
る
と
問
題
が
で
て
く
る
が
、
果
皮
（
果
実
）
の
形
を
よ
く
見

よ
う
。
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ト
チ
ノ
キ
　
そ
の
ー

【
ト
チ
の
菰
叩
源
】

横
山
　
健
三
（
一
九
八
〇
）

　
ト
チ
の
名
称
の
記
録
は
日
本
最
初
の
漢
和
辞
書
胸
新
選
字
鏡
」
（
八
九
二
）
に

「
橡
・
詳
爾
反
木
実
止
知
」
と
あ
る
り
こ
の
名
称
は
奈
良
時
代
に
は
見
え
ず
、
平

安
時
代
か
ら
見
え
て
、
A
，
日
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

一、

@
語
源
説
の
紹
介

〇
＋
千
多
果
と
い
う
説

　
　
　
薄
類
聚
名
義
抄
し
（
一
一
e
e
年
代
）
に
は
、
漢
字
の
「
禄
．
然
．
仔

　
　
（
予
木
）
・
朽
・
栩
・
貯
」
に
ト
チ
の
和
訓
が
あ
る
が
、
「
朽
」
の
漢
字
に

　
　
は
「
朽
・
ト
チ
・
↑
千
・
義
放
」
と
あ
り
、
春
山
行
夫
著
触
花
の
文
化
史
』

　
　
（
昭
3
6
・
一
九
六
〇
〉
に
は
「
ト
チ
と
い
う
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
『
類
聚

　
　
名
義
抄
』
ハ
略
）
に
は
十
千
（
と
ら
・
そ
の
実
の
多
い
こ
と
〉
の
意
味
だ
と

　
　
な
っ
て
い
る
。
」
と
あ
る
。

　
㎞
］
　
チ
チ
ノ
ミ
転
訊
と
い
う
説

　
　
　
喫
万
藥
集
』
に
は
チ
チ
ノ
ミ
（
枕
詞
）
が
あ
り
、
漢
字
で
「
知
智
」
（
巻

　
　
十
九
）
・
「
知
知
」
（
巻
二
十
）
と
あ
る
が
、
チ
チ
が
ト
チ
に
な
っ
た
と
い

　
　
う
説
で
あ
る
。
磁
井
久
蔵
著
『
枕
詞
の
研
究
と
釈
義
幅
（
昭
3
5
・
一
九
六
〇

　
　
年
）
に
は
、
江
員
時
代
の
噌
詞
草
小
苑
』
偶
冠
辞
考
略
」
に
「
ち
ら
の
実
と

　
　
は
橡
（
と
ち
）
の
実
を
い
ふ
」
と
あ
る
と
い
う
。
松
岡
静
雄
著
『
日
本
古
語

　
　
大
辞
典
』
（
眠
4
・
一
九
二
九
年
）
に
は
「
チ
チ
ノ
ミ
」
の
項
に
「
古
は
よ

　
　
く
知
ら
れ
た
木
で
あ
へ
．
た
ら
し
く
、
チ
チ
ブ
（
秩
父
）
と
い
ふ
地
名
も
チ
チ

　
　
実
の
転
と
お
も
は
れ
る
。
恐
ら
く
は
今
い
ふ
ト
チ
（
栃
又
橡
）
の
こ
と
で
あ

　
　
ろ
う
」
と
あ
る
。

　
ω
　
ア
イ
ヌ
語
「
ト
チ
」
と
い
う
説

　
　
　
杉
本
つ
と
む
著
鴨
日
本
語
再
発
見
』
（
昭
3
5
・
一
九
六
〇
年
）
に
は
「
臼

　
　
樺
の
樺
は
ア
イ
ヌ
語
の
百
言
窟
で
カ
バ
、
カ
ン
パ
（
省
略
）
ー
ト
チ
の
木
の

　
　
ト
チ
も
一
8
議
三
で
ア
イ
ヌ
語
の
木
の
名
ら
し
い
。
」
と
あ
る
。

　
　
　
ま
た
、
楳
垣
実
著
『
舶
来
譲
・
古
典
語
辞
典
』
（
昭
3
7
・
一
九
六
二
年
）

　
　
に
も
ト
ド
松
の
次
に
「
ト
チ
（
栃
・
橡
）
と
い
う
木
の
名
も
、
ア
イ
ヌ
語
ら

　
　
し
い
。
ア
イ
ヌ
藷
で
は
ト
チ
ニ
（
ε
9
マ
三
）
と
い
っ
て
い
る
が
、
二
は

　
　
「
木
」
の
意
味
だ
か
ら
、
同
じ
語
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
ご
と
説

　
　
明
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ら
の
説
は
、
左
記
の
ア
イ
ヌ
人
言
語
学
者
・
知
里
真
志
保
著
『
分
類

　
　
ア
イ
ヌ
語
辞
典
』
の
影
響
が
あ
ろ
う
。

　
　
※
ア
イ
ヌ
人
の
窩
語
学
者
・
知
里
真
志
保
著
『
分
類
ア
イ
ヌ
語
辞
典
い
（
埴

　
　
　
物
篇
・
砧
2
8
・
一
九
五
三
年
）
に
「
㈹
ε
6
7
一
（
ε
ー
o
ず
O
ハ
と
ち
）
果

　
　
　
実
只
幌
別
ビ
」
と
あ
り
、
「
②
ε
9
マ
巳
（
ε
9
マ
三
　
）
『
ト
ち

　
　
　
二
』
茎
（
伺
上
）
」
と
あ
る
。

　
西
　
意
義
不
明
と
い
う
説

　
　
　
牧
野
『
日
本
植
物
図
鑑
』
（
昭
穏
・
一
九
四
〇
年
）
に
は
「
和
名
の
と
ち

　
　
ノ
意
義
不
明
ご
と
あ
る
o

つ
㈲
綴
ち
（
実
）
と
い
う
説
・
閉
ぢ
ハ
実
）
と
い
う
説
↑
愚
説
語
源

　
　
　
こ
れ
は
果
実
を
観
察
す
る
と
、
綴
ち
た
形
状
を
し
て
い
る
の
で
命
名
さ
れ

　
　
た
と
慰
う
。
こ
の
場
合
は
果
実
よ
り
も
果
皮
と
い
っ
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
熟
す
る
と
、
綴
ち
た
果
皮
が
三
裂
し
て
種
子
が
で
る
が
、
三
裂
す
る
前
の
果

　
　
皮
の
形
は
「
綴
ら
」
て
い
る
。
こ
の
割
れ
め
、
裂
け
め
を
「
綴
ち
」
（
実
）

　
　
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。




